
土木技術資料 51-12(2009) 
 

 

－ 4 － 

 論  説 

近年の地震災害と耐震対策上の課題 

＊田村敬一 
 
1. はじめに 

 最近、地震の記事が新聞紙面を賑わすことが多いよ

うに思われる。8月11日には駿河湾を震源とする地震

が発生し、また、9月末にはサモア諸島沖を震源とす

る地震・津波及びインドネシアのスマトラ島沖を震源

とする地震が相次いで発生した。さらに、まだ記憶に

新しいところでは、昨年6月14日には岩手・宮城内陸

地震が、また、7月24日には岩手県沿岸北部を震源と

する地震が発生している。本来、地震は何十年から何

千年といった時間スケールの中で発生する現象であり、

それに関して数年程度の経験に基づいて論じることは

乱暴であると考えられるが、それを承知した上で、本

稿では、過去数年間の間に日本国内で発生した地震を

もとに、地震災害と耐震対策上の課題について考えて

みたい。なお、ここでは、代表的な土木構造物として、

道路橋と道路土工構造物を対象とすることにする。 

2. 地震と地震災害 

 近年の代表的な被害地震として、2004年新潟県中

越地震から本年8月の駿河湾の地震までの5地震につ

いて、その概要や被害を比較した結果を表-1に示す。

ここで、地震や震度に関するデータは気象庁、また、

人的被害と住家被害に関するデータは消防庁の取りま

とめによるものである。陸側のプレートに対して沈み

込むフィリピン海プレートの内部で発生したと考えら

れる駿河湾の地震を除く4地震は、いずれも、内陸ま

たは陸地近傍の海底の活断層に起因して発生したマグ

ニチュード7級の地震である。地震発生前の段階でこ

れらの活断層が認定されていたか否かについては議論

のあるところであるが、少なくとも明確に認められて

いたものではない。現在、わが国ではプレート境界型

地震や陸上の活断層に関する調査研究が精力的に進め

られているが、防災や耐震対策といった視点に立てば、

いずれの地域においても被害地震が発生し得ると考え

るべきではないかと思う。 

3. 道路橋 

 2008年岩手・宮城内陸地震では、震源に近い国道

342号の祭畤（まつるべ）大橋が落橋するという被害

が生じた。祭畤大橋は昭和53年架設の橋長94.9ｍの3

径間連続鋼鈑桁橋である。本橋の落橋に関しては、秋

田県側の橋台周辺の地盤が約11ｍ移動（岩盤すべ

り）し、下部工間の相対的距離を強制的に縮めたこと

が主たる原因であると推定されている１）。すなわち、

本橋の落橋には岩手・宮城内陸地震の最大の特徴であ

る土砂災害・地盤災害が強く影響しているものと考え

られる。ただし、祭畤大橋の秋田県側の地形について

は地すべり地形とは判読されておらず、地すべりに関

する更なるデータの蓄積や調査研究が必要と考えられ

る。 
 岩手・宮城内陸地震による祭畤大橋の落橋を除けば、

近年の5地震では道路橋には致命的な被害は発生して

いない。もちろん地震の影響が及んだ範囲内にどれだ

けの道路橋が存在していたかといったことを考慮する

必要があるが、この背景には兵庫県南部地震以降の耐

震設計技術の高度化と耐震補強事業の進展が寄与して

いるものと考えられる。2004年新潟県中越地震では、

長岡市内の国道8号に架かる新組跨線橋は、比較的大

きな被害を受けると同時に、耐震補強の効果を示すこ

とになった。同橋は上下線分離の橋であり、上り線

（1981年竣工）では鋼板巻立てによる橋脚の耐震補

強が実施されていたのに対して、下り線（1989年竣

工）は未補強であった。地震により、上り線の橋脚で

は被害がなかったのに対して、下り線の橋脚では軸方

向鉄筋の段落し位置でかぶりコンクリートの剥落、軸

方向鉄筋のはらみだし及び帯鉄筋の重ね継ぎ手のはず

れが生じた。同様に、2007年新潟県中越沖地震の際

には、耐震補強が実施されていた国道8号の上輪橋及

び米山大橋では、いずれも、主要部材には変状が確認

されず、耐震補強の効果があったものと考えられる。 

4．道路土工構造物 

 本稿で取り上げた5地震、また、それ以外の地震を

含めても、近年、道路橋が顕著な被害を受けた事例は

限定的であるのに対して、道路盛土等の道路土工構造

物では各種の被害が発生している。2004年新潟県中

越地震では、多くの箇所において土工構造物の被害や

斜面崩壊による被害が生じた。国道17号の川口町天

納地区では、幅約40mにわたってのり面の崩壊が発

生した。当該箇所は沢地形を呈し、直前の台風23号
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による降雨と相まって盛土内の地下水位が高い状態で

地震を受け、間隙水圧が上昇することにより崩壊に

至ったことが考えられる。 
 2007年能登半島地震では、能登有料道路において

同様の被害がさらに顕著に発生した。能登有料道路は

金沢市と穴水町を結ぶ延長82.9kmの山岳道路であり、

昭和48年～57年に順次供用が開始されている。能登

有料道路では比較的大きな路面崩壊が11箇所で生じ

たが、いずれの箇所においても沢や湿地等の存在が確

認されている。盛土高25～30ｍの片盛土区間である

七尾市中島町豊田では、2車線道路の上り1車線が幅

約60ｍにわたり崩壊した。本箇所は集水地形の沢埋

め盛土であり、崩壊土は流動化して盛土下方の水田を

約100ｍ先まで埋めた。 
 本年8月の駿河湾の地震では、東名高速道路牧之原

付近の上り車線の盛土部が路肩を含んで約40ｍにわ

たり崩壊した。崩壊箇所は尾根地形に腹付けした盛土

高20ｍ弱の盛土区間で、元地形図によれば、本箇所

周辺は沢部全体を埋めた盛土と考えられる。本箇所の

被災原因については現在調査が進められている段階で

はあるが、水が集中しやすい地形・構造条件であった

ことに加えて、盛土材料の一部に吸水して劣化しやす

い材料が使用されていた可能性が示唆されている。地

震発生から4日後の8月15日深夜には応急復旧が完了

し、通行止めが解除されたが、夏休みの混雑時期と重

なったこともあり、東京と大阪を結ぶ大動脈の道路と

しての機能確保という点からは課題を呈した。 
 我が国では山間部を中心に上述したような道路盛土

が多数存在し、今後、いかに危険箇所を抽出し、事前

対策を講じていくかが重要と考えられる。また、東名

高速道路の盛土被害からも明らかになったように、橋、

トンネル、土工構造物等の種々の構造物から構成され

る道路に関して、路線全体としての機能を保持するた

めには、その重要性に応じて、各構造物の耐震性能を

いかに設定・確保するかという課題がある。 

5．おわりに 

 1995年兵庫県南部地震を契機とした各種耐震設計

基準類の改訂及び耐震補強事業の進展は着実に地震被

害の軽減に寄与してきた。また、今後は投資余力が減

退し、より効率的な社会資本管理が求められることに

なる中で、既設構造物の耐震性を向上させるための耐

震補強は従前に増して重要になってくるものと思われ

る。本特集号が今後の耐震補強を考えていく上でのご

参考になれば幸いである。 
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表-1 近年の主な被害地震の比較  
地震名 2004年新潟県中越地

震 

2007年能登半島地震 2007年新潟県中越沖

地震 

2008年岩手・宮城内

陸地震 

2009年駿河湾の地震 

発生日時 2004年10月23日(土) 

17:56 

2007年3月25日(日) 

9:41 

2007年7月16日(月、

祝日)10:13 

2008年6月14日(土) 

8:43 

2009年8月11日(火) 

5:07 

震央地名 新潟県中越地方 能登半島西岸沖 新潟県上中越沖 岩手県内陸南部 駿河湾 

マグニチュード 6.8 6.9 6.8 7.2 6.5 

深さ 13km 11km 17km 8km 23km 

最大震度 ７（新潟県川口町） ６強（石川県七尾

市、輪島市、穴水

町） 

６強（新潟県長岡

市、柏崎市、刈羽

村、長野県飯綱町） 

６強（岩手県奥州

市、宮城県栗原市） 

６弱（静岡県伊豆

市、焼津市、牧之原

市、御前崎市） 

主な余震（最大震

度×回数） 

６強×２回、６弱×

２回 

５弱×３回 ６弱×１回 ５弱×１回 ５弱以上の余震なし

（9月15日現在） 

人的

被害 

死者 68人 1人 15人 17人 1人 

行方不明 － － 0人 6人 － 

負傷者 4,805人 356人 2,346人 426人 319人 

住家

被害 

全壊 3,175棟 686棟 1,331棟 30棟 － 

半壊 13,810棟 1,740棟 5,708棟 146棟 5棟 

一部破損 105,573棟 26,958棟 36,679棟 2,521棟 7,913棟 

人的・住家被害の

取りまとめ時期 

2009年1月13日18時0

分現在 

2009年1月13日18時0

分現在 

2009年6月21日13時0

分現在 

2009年7月2日13時0

分現在 

2009年9月15日18時0

分現在 

被害の特徴 ・計器観測による初

めての震度７ 

・地震後の間接死 

・大規模な土砂災害 

・土砂災害による道

路崩壊 

・河道閉塞による浸

水被害 

・山間部の道路盛土

の大規模崩壊 

・土砂災害による道

路被害 

・大規模な土砂災害 

・土砂災害による道

路崩壊 

・落橋の発生 

・河道閉塞による浸

水被害 

・道路盛土の崩壊 


